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鳥
栖
市
の
市
制
施
行
５０
周
年
と
と
も
に
、
鳥
栖
市
議
会
も
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
議
会
の
主
な
で
き
ご
と
を
軸
に
そ
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

❷

市議会だより 第１２２号　平成１７年４月１５日

昭和２９年
１９５４年

昭和３０年
１９５５年

昭和３４年
１９５９年

昭和３８年
１９６３年

昭和４２年
１９６７年

議
会
の
で
き
ご
と

議
会
の
で
き
ご
と

鳥
栖
市
の
で
き
ご
と

鳥
栖
市
の
で
き
ご
と

政
治
・
世
相

政
治
・
世
相

生
活
生
活
・
文
化
文
化
・
そ
の
他
の
で
き
ご
と

そ
の
他
の
で
き
ご
と

●
旧
町
村
議
会
議
員
の
任
期
が
特
例
に
よ
り

　
１
年
間
延
長
、
１００
人
の
議
員
か
ら
な
る
マ

　
ン
モ
ス
議
会
が
誕
生

●
初
議
会
を
鳥
栖
中
学
校
講
堂
に
招
集

●
初
代
議
長
に
大
島
英
一
議
員
、
副
議
長
に

　
門
司
傅
次
郎
議
員
を
選
出

●
旧
光
明
会
館(

古
野
町)

に
議
事
堂
を
移
す

●
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
実
施
（
旧
町
村
選

　
挙
区
）
。
定
数
３０
人

　[

投
票
率
８９･

６４
％]

●
全
市
１
区
に
よ
る
第
２
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
９２･

９３
％]

●
議
会
運
営
委
員
会
の
設
置

●
会
派
の
結
成
、
以
後
の
議
会
は
会
派
中
心

　
の
運
営
へ

●
第
３
回
市
議
会
議
員
選
挙
　

　[

投
票
率
９２･

２９
％]

●
第
４
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
８６･

６７
％]

●
新
庁
舎(

現
在
の
庁
舎)

の
議
事
堂
で
初
議

　
会

●
鳥
栖
町
、
田
代
町
、
基
里
村
、
麓
村
、
旭

　
村
の
合
併
に
よ
り
鳥
栖
市
が
誕
生
。
人
口

　
３
万
９
千
５
百
５６
人

●
初
の
市
長
選
挙
。
海
口
守
三
氏
が
当
選

●
全
国
で
９５
の
新
市
が
誕
生(

昭
和
の
大
合

　
併)

●
防
衛
庁
・
自
衛
隊
が
発
足

●
青
函
連
絡
船
洞
爺
丸
遭
難

●
ビ
キ
ニ
環
礁
で
米
の
水
爆
実
験
、
第
５
福

　
竜
丸
が
被
曝

●
乱
闘
国
会

●
日
本
民
主
党
と
自
由
党
が
合
併
し
自
由
民

　
主
党
誕
生（
５５
年
体
制
）

●
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
中
心
に
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条

　
約
機
構
を
結
成

●
日
米
安
保
条
約
反
対
闘
争

●「
岩
戸
景
気
」

●
国
民
年
金
制
度
発
足

●
米
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

●
公
害
対
策
基
本
法
公
布

●
羽
田
闘
争

●
美
濃
部
亮
吉
、
東
京
都
知
事
に
当
選

●
大
字
を
廃
止
、
新
町
名
に
改
め
る

●
新
市
庁
舎
落
成
、
各
支
所
を
廃
止

●
上
水
道
の
給
水
が
始
ま
る

●
映
画｢

ゴ
ジ
ラ｣

第
１
作
公
開

●
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
来
日

●
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事
件
発
生

●「
広
辞
苑
」初
版
が
発
行

●
１
円
・
５０
円
硬
貨
が
発
行
さ
れ
る

●
皇
太
子
殿
下（
今
上
天
皇
）ご
成
婚

●
プ
ロ
野
球
初
の
天
覧
試
合
開
催

●
三
井
三
池
炭
鉱
爆
発
事
故
発
生

●
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
流
行

●
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
発
売

合併当時の鳥栖市議会

議
会
の
で
き
ご
と

鳥
栖
市
の
で
き
ご
と

政
治
・
世
相

生
活
・
文
化
・
そ
の
他
の
で
き
ご
と

合併当時の鳥栖市議会

鳥
栖
市
議
会
５０
年
の
あ
ゆ
み

鳥
栖
市
議
会
５０
年
の
あ
ゆ
み



❸

市議会だより 第１２２号　平成１７年４月１５日

昭和４４年
１９６９年

昭和４８年
１９７３年

昭和５１年
１９７６年

昭和５２年
１９７７年

昭和５３年
１９７８年

昭和５６年
１９８１年

●
安
原
市
長
、
議
会
解
散
を
決
定
し
、
市
議

　
会
が
解
散

●
第
５
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
８６･

７５
％]

●
第
６
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
８９･

８７
％]

●
第
７
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
９０･

５５
％]

●
「
議
員
の
定
数
を
減
少
す
る
条
例
」
を
可

　
決
。
鳥
栖
市
の
人
口
が
５
万
人
を
突
破
し
、

　
法
定
定
数
３６
人
と
な
る
が
、
引
き
続
き
３０

　
人
と
し
た

●「
と
す
」市
議
会
だ
よ
り
創
刊
。
以
後
、
各

　
定
例
会
毎
に
年
４
回
発
行

●
第
８
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
８９･

０７
％]

●
救
急
業
務
開
始
、救
急
車
の
出
動
が
始
ま
る

●
鳥
栖
市
総
合
計
画｢

み
ど
り
の
産
業
都
市｣

　
が
決
定

●
大
型
ご
み
焼
却
施
設

　
が
完
成

●
浄
水
場
が
落
成
、
市

　
独
自
の
取
水
開
始

●
鳥
栖
地
区
広
域
電

　
子
計
算
セ
ン
タ
ー

　
組
合
発
足

●
佐
藤
首
相
訪
米
、
７２
年
の
沖
縄
返
還
決
定

●
東
名
高
速
道
路
開
通

●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体（
Ｅ
Ｃ
）発
足

●
石
油
危
機
発
生●

ロ
ッ
キ
ー
ド
事
件
、
田
中

　
前
首
相
逮
捕

●
ミ
グ
２５
亡
命
事
件

●
総
選
挙
で
福
田
赳
夫
内
閣

　
発
足

●
石
油
危
機

●
日
航
機
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事

　
件

●
新
東
京
国
際
空
港（
成
田
）開
港

●
日
中
友
好
平
和
条
約
調
印

●
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
米
駐
日
大
使
、核
積
載
艦

　
船
が
日
本
に
寄
港
し
て
い
た
と
発
言

●
市
長
選
挙
（
原
忠
實
氏
　
３
選
）

●
商
工
団
地
の
分
譲
開
始
、
企
業
の
進
出
相

　
次
ぐ

●
第
２
次
鳥
栖
市
総
合
計
画
を
策
定

●
久
留
米
市
と
共
同
で
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
誘
致

　
を
決
定

●
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
１１
号
、
月
面
着
陸
に

　
成
功

●
ア
ニ
メ｢

サ
ザ
エ
さ
ん｣

放
送
開
始

●
江
崎
玲
於
奈
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞

●
鹿
児
島
市
で
国
内
初
の
五
つ
子
誕
生

●｢

東
村
山
音
頭｣

流
行

●
巨
人
の
王
貞
治
、
通
産
本
塁
打
７５６
号
の
記

　
録
達
成

●
日
本
一
の
高
層
ビ
ル(

当
時)

、
サ
ン
シ
ャ

　
イ
ン
６０
完
成

●
横
綱
北
の
湖
が
年
間
最
多
勝
を
記
録

●
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
初
飛
行
に
成
功

市議会だより創刊号

鳥栖市独自の取水開始（通水式）鳥栖市独自の取水開始（通水式）



❹

市議会だより 第１２２号　平成１７年４月１５日

昭和６０年
１９８５年

平成元年
１９８９年

平成３年
１９９１年

平成５年
１９９３年

平成９年
１９９７年

平成１１年
１９９９年

●
第
９
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
８６･

６３
％]

●
市
庁
舎
市
民
ホ
ー
ル
、

　
記
者
室
で
議
会
本
会
議

　
の
中
継
を
開
始

●
第
１０
回
市
議
会
議
員

　
選
挙

　[

投
票
率
８１･

５０
％]

●
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、
会
議
規
則
、

　
委
員
会
条
例
を
改
正
。
議
会
運
営
委
員
会

　
を
法
制
化

●
第
１１
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
７７･

７５
％]

●
第
１２
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
７１･

４０
％]

●
常
任
委
員
の
２
年
任
期
制
合
意

　
（
今
回
は
所
属
変
更
で
対
応
）

●
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
の
夜
間
診
療
開
始

●
旭
小
学
校
新
築
落
成

●
市
制
３５
周
年
記
念
式
典

●
地
域
休
養
施
設｢

と
り
ご

　
え
荘｣

オ
ー
プ
ン

●
市
長
選
挙（
山
下
　
雄
氏
、無
投
票
で
再
選
）

●
保
健
セ
ン
タ
ー
・
休
日
救
急
医
療
セ
ン
タ
ー

　
が
落
成

●
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
成
立

●
プ
ラ
ザ
合
意
で
円
高
進
行
、
バ
ブ
ル
景
気

　
の
引
き
金
に
な
る

●
昭
和
天
皇
崩
御
、｢

平
成｣

の
元
号
に
改
元

●
３
パ
ー
セ
ン
ト
の
消
費
税
導
入

●
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊

●
湾
岸
戦
争
勃
発
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
に
掃
海
艇

　
を
派
遣

●
雲
仙
普
賢
岳
で
大
火
砕
流
発
生
、
死
者
・

　
行
方
不
明
者
３７
人

●
細
川
連
立
内
閣
成
立
、
自
民
党
の
単
独
支

　
配
体
制
が
崩
れ
る●

金
融
機
関
、
証
券
会
社

　
の
経
営
破
綻
相
次
ぐ

●
神
戸
で
小
学
生
殺
傷
事

　
件

●
茨
城
県
東
海
村
の
Ｊ
О
Ｃ
で
日
本
初
の
臨

　
界
事
故
発
生

●
日
本
海
で
北
朝
鮮
の
不
審
船
発
見
、
海
上

　
保
安
庁
の
巡
視
船
が
威
嚇
射
撃

●
鳥
栖
北
小
学
校
新
築
落
成

●
Ｐ
Ｊ
Ｍ
フ
ュ
ー

　
チ
ャ
ー
ズ
の
ホ

　
ー
ム
タ
ウ
ン
誘

　
致
を
決
定

●
鳥
栖
フ
ュ
ー
チ
ャ

　
ー
ズ
解
散
、
サ
ガ

　
ン
鳥
栖
発
足

●
市
長
選
挙

　（
牟
田
秀
敏
市
長
初
当
選
）

●
日
航
ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故

●
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
２７
年
ぶ
り
優
勝

●｢

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト｣

「
オ
バ
タ

　
リ
ア
ン
」
が
流
行
語
大
賞
各
部
門
で
金
賞

　
受
賞

●
台
風
１７
号
、
１９
号
が
大
き
な
被
害
を
も
た

　
ら
す
。
瞬
間
最
大
風
速
５６
・
８
メ
ー
ト
ル

　
を
記
録

●
東
北
新
幹
線
、
東
京
駅
へ
乗
り
入
れ
開
始

●
皇
太
子
徳
仁
親
王
結
婚

●
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
・
Ｊ
リ
ー
グ
誕
生

●
英
ダ
イ
ア
ナ
元
皇
太
子
妃
、
パ
リ
で
交
通

　
事
故
死

●
映
画
「
も
の
の
け
姫
」
が
ヒ
ッ
ト

●｢

だ
ん
ご
三
兄
弟｣

が
大
ヒ
ッ
ト

●｢

ブ
ッ
チ
ホ
ン｣

が
流
行
語
に

●
カ
リ
ス
マ
美
容
師
ブ
ー
ム

中継を行う議会放送ブース中継を行う議会放送ブース

今後の活躍が期待されるサガン鳥栖今後の活躍が期待されるサガン鳥栖



❺

市議会だより 第１２２号　平成１７年４月１５日

平成１２年
２０００年

平成１３年
２００１年

平成１４年
２００２年

平成１６年
２００４年

今年
２００５年

●
鳥
栖
市
議
会
議
員
の
定
数
を
３０
人
か
ら
２８

　
人
と
す
る
条
例
改
正
案
が
議
員
提
案
で
提

　
出
さ
れ
可
決
。
次
回
平
成
１３
年
の
選
挙
か

　
ら
施
行

●
情
報
公
開
条
例
を
議
会
も
実
施
機
関
と
す

　
る
こ
と
に
修
正
し
て
可
決

●
第
１３
回
市
議
会
議
員
選
挙

　[

投
票
率
６７･

４１
％]

●
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
、
会
議
録
検

　
索
シ
ス
テ
ム
稼
動

●
鳥
栖
市
議
会
５０
周
年

●
子
ど
も
議
会
が
市
議
会
議
事
堂
で
開
催

●
鳥
栖
市
議
会
だ
よ
り
、
一
部
を
カ
ラ
ー
化

●
第
１４
回
市
議
会
議
員
選
挙（
１１
月
予
定
）

●
介
護
保
険
制
度
ス
タ
ー
ト

●
若
葉
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
落
成

●
戸
籍
事
務
、

　
電
算
化

●
情
報
公
開

　
制
度
ス
タ
ー
ト

●
西
鉄
バ
ス
ジ
ャ
ッ
ク
事
件
発
生

●
先
進
国
首
脳
会
議（
サ
ミ
ッ
ト
）が
沖
縄
で

　
開
催
さ
れ
る

●
米
国
中
枢
部
に
同
時
多
発
テ
ロ

●
中
央
省
庁
再
編
、
１
府
１２
省
庁
へ

●
平
壌
で
日
朝
首
脳
会
談
開
催
さ
れ
る

●
中
国
警
察
、
日
本
領
事
館
内
で
北
朝
鮮
脱

　
北
者
を
拘
束

●
陸
上
自
衛
隊
イ
ラ
ク
に
派
遣

●
九
州
新
幹
線
新
八
代
〜
鹿
児
島
中
央
間
が

　
開
業

●
中
越
地
震
、
ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
発
生

●
全
国
で
市
町
村
合
併
が
進
む
（
平
成
の
大

　
合
併
）

●
米
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
２
期
目
の
就
任
式

●
市
制
施
行
５０
周
年
記
念
式
典

●
蔵
上
土
地
区
画
整
理
事
業
が
完
了

●
九
州
新
幹
線
筑
紫
ト
ン
ネ
ル
工
事
始
ま
る

●
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

●
児
童
虐
待
、
少
年
犯
罪
、
ス
ト
ー
カ
ー
、

　
Ｄ
Ｖ
が
深
刻
化

●
西
暦
に
ち
な
ん
だ
新
２
千
円
札
発
行

●
国
内
初
の
狂
牛
病
発
見

●
高
橋
尚
子
が
ベ
ル
リ
ン
マ
ラ
ソ
ン
で
世
界

　
最
高
記
録（
当
時
）樹
立

●
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
韓
両
国

　
で
開
催

●
牛
肉
偽
装
事
件

●
日
本
プ
ロ
野
球
選
手
会
が
初
の
ス
ト
実
施

●
政
治
家
の
年
金
未
納
問
題
が
相
次
い
で
発

　
覚

●
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
不
払
い
が
急
増

●
ロ
ー
マ
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
死
去

若葉地区コミュニティ施設若葉地区コミュニティ施設市制施行５０周年を祝う記念式典市制施行５０周年を祝う記念式典



　
昨
年
、
め
で
た
く
鳥
栖
市
は
市
制

施
行
５０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
同
じ

く
鳥
栖
市
議
会
も
５０
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。こ
れ
も
、
市
民

の
み
な
さ
ま
の
支
え
あ
っ
て
の
こ
と

と
、
深
く
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
鳥
栖
市
議
会
は
、「
と

す
市
議
会
だ
よ
り
」
を
、
カ
ラ
ー
化

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
議
会
だ
よ
り
は
、
市
民
の
み
な
さ

ま
方
と
私
ど
も
鳥
栖
市
議
会
を
つ
な

ぐ
掛
け
橋
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
昭

和
５３
年
か
ら
発
刊
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
以
来
、
何
度
か
の
紙
面
変
更
を

経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、

５０
周
年
を
記
念
し
、
新
た
な
議
会
情

報
発
信
の
一
環
と
し
て
紙
面
の
カ
ラ

ー
化
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ラ
ー
化
を
機
に
、
更
に
市

民
に
親
し
ま
れ
る
こ
と
を
目
標
に
、

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

み
な
さ
ま
の
市
議
会
の
内
容
を
よ
り

詳
し
く
お
伝
え
し
て
ま
い
る
決
意
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
ど
う
か

「
と
す
市
議
会
だ
よ
り
」
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

鳥栖市議会の最新情報をお届けする、ホームページも是非ご覧下さい。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｃｉｔｙ.ｔｏｓｕ．ｌｇ.ｊｐ／ｇｉｋａｉ／）
本会議は自由に傍聴できます。次の定例会は６月上旬から開会の予定です。詳しくは事務局へ（☎８５ー３５２５  Ｅメールｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ.ｔｏｓｕ．ｌｇ.ｊｐ）

市議会だより 第１２２号　平成１７年４月１５日

❻

鳥栖市の花　ハナショウブ


